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牧草と園芸　第５３巻第６号（２００５年）

１　はじめに

　大分県は九州の北東部に位置し，海抜０ｍの海岸
部から九州本土最高峰，標高１，７８７ｍの久住山まで，
その地形は非常にバラエティに富んでおり，また，
阿蘇火山帯からなる温泉も随所に湧出するなど，豊
かな自然景観を求めて多くの観光客が訪れる観光県
でもあります。
　一方，農業面では，変化に富んだ地形が効率的な
農業生産を阻害する要因にもなっており，林野率が
７８．９％（九州平均６３．７％），中山間地として分類され
る市町村の総面積は県全体の約７９％を占めるなど，
狭小な圃場での営農を強いられる地形が多いこと
も，農家戸数減少の大きな要因の一つであると考え
ています。
　大分県における畜産の産出額は約４００億円と，農
業総産出額の約３０％を占めており，その内の５５％，
２２０億円が肉用牛や乳用牛などの大家畜畜産経営で
占められていることから，県をはじめとする関係機
関では，農業所得の維持拡大を図るためにも，大家
畜畜産の振興を強力に推進しているところです。特
に肉用肥育素牛となる黒毛和種子牛の生産が古くか
ら盛んに行われており，狭小な農地や林地でも生産
基盤として活用できる小規模な放牧スタイルが近年

増えつつあります。
　大分県では現在，農家生活の身近にありながら地
理的条件や人的要因などにより，利用性が低い土地
を取り込み，生産基盤として有効活用する放牧形態
を「おおいた型放牧」と称して，各地に普及してい
ます。必ずしも大分県以外では出来ない技術という
ものではありませんが，自由な発想や工夫を施すこ
とで新たな発見や夢を持てる放牧の現状を，大分県
で行われている事例をもとにご紹介したいと思いま
す。

２　大分県における放牧畜産の歴史

　大分県においても昭和３０年代前半までは，飼養さ
れていた黒毛和牛のほとんどが農業あるいは塩田作
業などの使役牛として利用され，１戸あたりの飼養
頭数も１～数頭といった零細規模で推移していまし
た。その後各種産業分野における機械化の進展や食
肉としての肉用牛需用を背景に，昭和４０年代後半か
ら始まった大規模畜産経営の育成を目的とした，農
用地開発公団（現：独立行政法人緑資源機構）によ
る久住飯田広域農業開発事業が契機となって，それ
まで粗放的な飼養形態で戸別完結型の零細経営で
あった生産者らが，牧野組合法人を組織し，大型機
械を利用した牧乾草の生産・販売や，広大な改良草
地での共同利用放牧が始まり，現在県内に６０カ所以
上ある公共牧場の基礎を築いてきました。この当時
の草地活用型畜産は欧米のそれを見習ったものです
が，このスタイルは久住山麓周辺の高原地帯で現在
まで受け継がれており，大規模化された畜産農家の
経営を支えています。
　一方，旧来から行われてきた放牧形態にクヌギ林
に牛を放す林間放牧があります。大分県は乾椎茸の
生産量が全国一の椎茸生産県でもあり，椎茸の人工
栽培に欠かせない原木であるクヌギの山が里山林と
して守られてきました。クヌギは椎茸原木利用のた
めに伐採しても，その切り株からはまた新たな芽が
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再生し，次代の原木として成長していくのですが，
その過程で繁茂する雑草が放牧牛の格好の粗飼料と
なり，さらに牛の糞尿がクヌギの生長を促す肥料に
なるなど，林地内の管理も兼ねて循環型農業の典型
的な形態となって確立した結果，「牛＋椎茸＋水稲」
という組合せが，肉用牛との複合経営の代表的な営
農スタイルとして定着してきました。
　一時期，中国産の輸入椎茸に押されて県内の椎茸
生産も低迷したことで，林間放牧を行う農家自体が
減少するなどの影響を受けましたが，近年の農産物
トレーサビリティの確立によって国内産椎茸の価格
も大幅に向上し，再びクヌギ林に放牧牛が戻ってき
たことは非常に喜ばしい限りです。

３　「おおいた型放牧」普及の契機

　前述したような改良草地や林間の里山などが大分
県における放牧基盤の主流として，長く続いてきま

したが，これら従前から離れた発想で放牧を行う
きっかけを創ったのは，大分県農林水産研究セン
ター畜産試験場（以下畜産試験場と記します）の現
地試験研究でした。
　試験を行ったのは平成１２年度から３年間で，大分
県西南部に位置する竹田市で耕作放棄されていた水
田を借り受け，センチピードグラスやイタリアンラ
イグラス，トールフェスクといった数種類の牧草を
牧区を分けて播種し，その生産性や放牧可能日数な
どを調査し，水田や遊休農地での周年放牧の可能性
を探るというもので，表１に示したとおり，外見上
収量が少なそうに見えたセンチピードグラスが乾物
収量も高く，水田への定着率も優れていることが明
らかになりました。また，センチピードグラスは一
度定着すると適度な放牧圧をかけることで，安定し
た草勢が得られることも魅力でした。
　この試験を開始した年に，同じく竹田市にある 九 

く

 重  野 地区の中でも肉用牛農家
じゅう の

が比較的多かった， 百  木 集落で
もも ぎ

は集落営農の一環として放牧飼
育の取り組みを始めました。そ
れまでこの地区では肉用牛は全
て舎飼い方式で飼育されていま
したが，畜産試験場の試験結果
を参考に，水田とそれに隣接す
る山林，約４佐を一体的に取り
込み，２戸の農家が肉用繁殖牛
８頭を放牧するというもので，
これが後に全国的に有名になっ
た「谷ごと放牧」でした。
　九重野地区は九州の背骨とい
われる祖母・傾山系という急峻
な山地の谷あいに点在する，７
つの集落の総称で，高齢化や過
疎化が進行している中で，圃場
整備事業に取り組んだのです
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　表 3　草種別放牧利用状況
 年 草地 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

ＩＲ
Ｃｅ
ＴＦ

ＩＲ
Ｃｅ
ＴＦ

注）ＩＲはイタリアンライグラス，Ｃｅはセンチピードグラス，ＴＦはトールフェスクをそれぞれ表す。
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②

表１　放牧利用状況（春～秋）
トールフェスク草地センチピードグラス草地

２００１年⑥２０００年②２００２年⑩２００１年⑦２０００年③
４／２４～１１／１５／１８～１２／２２４／２５～１１／１１５／１６～１０／１０７／１２～１０／１２放牧月日

３７
１０
１
８

７４０
１，４０９
６１８
７９１
４４

４２
１０
１
６

８４０
１，０９７
６４３
４５４
５９

１１３
１５
２
１４

１，５０７
１，１９８
５４２
６５６
４５

２８
５
１
６

１，１２０
４６７
２９５
１７２
６３

２１
５
１
４
８４０
３９８
２９８
１００
７５

延べ放牧日数（日）
放牧面積（ａ）
利用牧区数
放牧回数（回）
延べ放牧頭数（頭×日／佐）
牧草生産量（ＤＭ手／１０ａ）
牧草採食量（ＤＭ手／１０ａ）
牧草残食量（ＤＭ手／１０ａ）
草地利用率（％）

注）年右横の丸数字は表３の丸数字に対応

表２　放牧利用状況（冬～春）
イタリアンライグラス草地

春利用冬利用
２００２年⑨２００１年⑤２０００年①２００２年⑧２００１年④
４／１８～５／２３４／１４～５／１５４／１７～５／１７１１／６～３／１６１２／８～１２／１９放牧月日
１６
１０
１
２

３２０
２４２
５７
１８５
２４

４２
３２
３
２

２６３
４０９
１９０
２１９
４７

３１
３２
３
１

２９１
４８９
２５２
２３７
５２

１４
１０
１
２
２８０
６７５
５０２
１７３
７４

１２
３２
３
１
１１３
１５２
１０７
４５
７０

延べ放牧日数（日）
放牧面積（ａ）
利用牧区数
放牧回数（回）
延べ放牧頭数（頭×日／佐）
牧草生産量（ＤＭ手／１０ａ）
牧草採食量（ＤＭ手／１０ａ）
牧草残食量（ＤＭ手／１０ａ）
草地利用率（％）

注）年右横の丸数字は表３の丸数字に対応
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が，今後の集落営農のあり方について皆さん頭を悩
ましていました。その様な状況の中で論議を重ねた
結果，集落全員の知恵と関係機関の協力のもと，創
設されたばかりの「中山間地域等直接支払制度」の
要件である集落協定を全国で最初に締結し，同制度
の交付金を受けることが出来ました。この集落の営
農形態は本来，効率的な耕作作業が困難な谷あいの
農地条件を逆手にとって，谷を１単位（谷ごと）に
農作物の団地を形成し，作業受委託や農産物加工な
どで省力化や商品の付加価値を高めていこうという
もので，放牧も通常の耕種作物では利用し難い土地
を家畜で管理しながら，子牛の販売収入に加え，放
牧を行う水田に飼料作物を作付することにより，転
作奨励金等の収入までも加わり，それまでの舎飼い
飼育だけでは得られない所得を確保し，大きな成果

を上げました。
　この谷ごと放牧場では水田転作を達成するため
に，表４のような体系で飼料作物を作付けしました
が，早生系のイタリアンライグラス（タチワセ）と
エン麦（スパーハヤテ）を組み合わせることで，長
期間にわたって高収量を上げることが出来ました
し，夏期には湿田に強い青刈ヒエ（青葉ミレット）
を作付することで，雨の多い時期でもコンスタント
に生育が期待出来，嗜好性が高いことも放牧にプラ
スとなりました。また，同一圃場での播種期の端境
期には隣接する雑木林に放牧するため，ほぼ年間を
通じて放牧が可能となりました。
　ここでも放牧を始める前までは，圃場整備を施し
た水田に換金作物を作付けせず，あえて肉用牛を放
牧することに対して，経済性や公害などを心配する
周辺住民から再考を促すような声もあがったようで
すが，放牧後の圃場の良好な状態や収益結果を見
て，２年後には同じ集落の中でも放牧場を設置する
人が現れるなど，この事例を契機に小規模放牧の全
県的な広がりを見ました。

４　「おおいた型放牧」の新たな展開

　大分県の北東部に位置する国東半島の豊後高田市
は，なだらかな地形の海岸が広がる温暖な，農業と
水産業が盛んな地域です。この地域の肉用牛経営は
肥育が主体であるため，放牧の実績は全くありませ
んでしたが，ここで新たな放牧の芽が芽生えた場所
はみかんの荒廃園でした。国東半島は温州みかんな
ど柑橘類の産地ですが，市場価格の低迷や生産者の
高齢化などで，荒れ地となったみかん廃園が年々増
加しつつあり，その対策に関係者は皆頭を悩ませて
いたところでした。
　地元で生椎茸の人工栽培を行っていたＭさんは，
既に廃園となったみかん園を共有していましたが，
毎年園地の下草刈りに要する膨大な労力を何とか解
消したいとかねがね考えていたそうです。その際，
相談を受けた地元の農業改良普及員が放牧を提案し
たことで，県下で初めてみかん廃園を活用した放牧

写真２　畜産試験場が耕作放棄地を利用して行った放牧試験

写真３　谷を一単位として利用した谷ごと放牧

　表 4　谷ごと放牧場の草種別放牧利用状況
 年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

イタリアンライグラス
＋

エン麦

青刈ヒエ

雑木林
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地が誕生しました。
　Ｍさんは無家畜農家であったため，農業振興普及
センターが地元行政や大分県竹田市にある九州大学
農学部付属農場の協力を得て，約３佐のみかん廃園
での放牧が始まりましたが，みかん廃園はみかんの
運搬用に利用する作業道が隅々まで整備され，ま
た，灌水用の水タンクなど放牧に必要なインフラが
既に完備されているなど，放牧用地として非常に適
していることが判り，関係者一同，意外な発見をし

たような次第です。
　豊後高田市ではこの事例を契機に全くの無家畜農
家が，所有する山や耕作放棄地などの管理のために
牛を放牧する事例が増えつつあったことから，県で
も畜産試験場がその所有牛を地元の放牧希望者に貸
し出す「レンタカウ」制度を本年から開始し，好評
を得ています。今年の９月には一般の消費者の方々
が多数訪れる「大分農業文化公園」に畜産試験場の
レンタカウ３頭を持ち込み，公園内約４．５佐の敷地
を牧柵で囲み，放牧を開始しました。

５　おわりに

　大分県では自然条件を活かした放牧形態を「おお
いた型放牧」と名付けて推進してきましたが，現場
の生産者や関係機関の創意と工夫で設置箇所は増加
傾向にあり，平成１６年度時点で約２，３００佐もの放牧
地が様々な方法で利用されています（表５参照）。
　かつて大分県では，市町村や集落において一つで
も自慢出来る一品をつくることで，それに携わる
人々に自信や誇りが芽生え，まちやむらの活性化を

促す「 一村一品 」というむらづ
いっそんいっぴん

くり運動が花開き，大きな成果
を上げました。
　ここでご紹介した「おおいた
型放牧」も条件が整えばどんな
地域でも十分取り組むことが出
来る技術ですが，「一村一品」に
倣って大分の生産者が，自信と
誇りを持って取り組んでいける
よう願いを込めて推進していま
す。皆様方の地域においても新
たな放牧の取り組みが広がる
きっかけとなれば幸いです。

写真４　みかん廃園での放牧 写真６　おおいた型放牧推進のための啓発資料

写真５　大分農業文化公園内に設置された牧柵

◎大分県の放牧状況
１．１３９箇所で２，３７４．５佐の放牧地面積があり，常時２，２４１頭が放牧されています。
２．このうち水田放牧と耕作放棄地放牧については，３５箇所（箇所数割合２５％）で３１．５佐（放牧地面積割合

１．３％）の放牧地面積があり，常時９９頭（頭数割合４．４％）が放牧されています。
表５　放牧形態別面積，設置箇所数等 　　　　 （平成１６年度現在，大分県農林水産部衛生飼料室調べ）

主な市町村放牧頭数
（常時）

１カ所当たり
平均放牧面積
（佐）

放牧地面積
（佐）実施箇所数放牧形態

竹田市・豊後高田市１４０．９９．３１０耕作放棄地放牧
竹田市・豊後大野市８５０．９２２．２２５水田放牧
豊後大野市４１０．６１．７３畑地放牧
庄内町・九重町・玖珠町・由布市他７７２３５．７９２６．９２６改良草地放牧
竹田市・豊後大野市他３７８１８．８５６５．１３０林間放牧
竹田市・由布市・玖珠町８７６２４．８７９２．０３２野草地放牧
別府市・由布市・宇佐市６７１０．６５２．８５シバ型放牧
竹田市８０．６４．５８その他

２，２４１１７．１２，３７４．５１３９計
注１）本表は公表用放牧リスト作成に当たり調査したものであり，公表を希望しない放牧地は除く。
注２）市町村名は合併後で表記。


